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ブロックチェーン技術を活⽤したクラウド上の
取引プラットフォームにおける取引内容のイメージ

 「再エネCO2削減価値」→誰にとっても同じ価値（CO2排出削減量）
 「いつどこで誰がどの再エネでどれくらい」
→（普遍的な）価値ではない（価値を見出す人もいれば、価値とみなさない人もいる）
→属性情報にすぎない（国際的には「環境価値」ではなく「再エネ属性（renewable attribute）」と呼ぶ）

再エネCO2削減価値と属性情報の組合せで売り手と買い手の自由な取引を促す

売り場 買い場

いつどこでだれがどの再エネで
どれだけ創出した価値かをデータ化し、

価値化されたら即⾃に市場に公開

取引価格や属性情報（由来となる再エ
ネの種類・価値創出場所等）に関する

条件に基づき、⾃動で取引・決済

売量：1 kg-CO2
売価：3 円/kg-CO2以上
売⼈：⾮公表
場所：北海道
種別：太陽光発電 売量：30 kg-CO2まで

売価：3 円/kg-CO2以上
売⼈：○×株式会社
場所：福島県◎◎市
種別：⼩型⾵⼒発電

売量：12 kg-CO2まで
売価：2 円/kg-CO2以上
売⼈：環境⼤⾂
場所：東京都千代⽥区
種別：太陽光発電 売量：3 kg-CO2まで

売価：6 円/kg-CO2以上
売⼈：芸能⼈A
場所：東京都
種別：太陽光発電

売量：3 kg-CO2まで
売価：1 円/kg-CO2
売⼈：不問
場所：不問
種別：不問

買量：5 kg-CO2まで
買価：4 円/kg-CO2
売⼈：不問
場所：福島県内
種別：不問

買量：4 kg-CO2まで
買価：3 円/kg-CO2
売⼈：環境⼤⾂
場所：不問
種別：不問

買量：1 kg-CO2まで
売価：8 円/kg-CO2
売⼈：芸能⼈A
場所：不問
種別：不問

買量：10 kg-CO2まで
売価：10 円/kg-CO2
売⼈：芸能⼈A
場所：不問
種別：不問

約定
5 kgCO2 @ 4 円/kg-CO2

約定
4 kgCO2 @ 3 円/kg-CO2

約定
3 kgCO2 @ 6 円/kg-CO2



第１回課題検討協議会で挙げられた技術的課題

１．利⽤者の事務⼿続きに係るコスト負担低減
・・・⼩⼝取引にも向くように

２．価値の評価から取引までの時間短縮
・・・売買したいときにできるか

３．CO2削減価値認証に⽤いる電⼒量計と計量法の関係
・・・きちんと計量できるか・計量証明の担保について

４．ユーザー・エクスペリエンス(UX)の向上・様々な価値観への配慮
・・・すぐ取引 vs まとめて取引
・・・再エネ属性を価値化できるか（地産地消・特定個⼈等）等



ブロックチェーン技術の有効性（⼀般論）

• 利⽤者のコスト（⼿間・⼿数料）の低減
• 価値の評価から取引までの即応性
• 記録（価値償却記録を含む）の正確性・改竄が極めて困難
• 価値の売り⼿と買い⼿双⽅のUXの向上


